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子どもの笑顔が輝き
勢いのある学校

（Ｈ30．11．8発行）文責 校長 福田雅也

家庭学習を考える
か て い が く し ゆ う か ん が

「早く勉強しなさい！」 「宿題は終わったとね？」
はや べんきよう しゆくだい お

このような言葉ほど、子どもたちが聞きたくない言葉はないと思います。私自身も子どもの頃、「宿
こと ば こ き こと ば おも わたし じ しん こ ころ しゆく

題しなさい」と言われ、しなくてはいけないと思っていた時にいつも言われるので、「今、しようと思っと
だい い おも とき い いま おも

ったのに！」と言い争いになってしまうことがよくありました。
い あらそ

甲佐小学校では、当然のことながら「確かな学力の育成」を教育活動の三つの大きな柱の一つに
こう さ しようがつ こう とう ぜん たし がくりよく いく せい きよういく かつ どう みつ おお はしら ひと

位置づけています。今年度は、その中でも特に「家庭学習の充実」を重点的な取組としています。
い ち こん ねん ど なか とく か てい がく しゆう じゆうじつ じゆうてん てき とり くみ

「家庭学習の充実」とは具体的にどんなことだと思われますか？
か てい がくしゆう じゆうじつ ぐ たい てき おも

実は私は以下のように考えているのです。
じつ わたし い か かんが

「家庭学習」 ＝ 「宿題」 ではない
か てい がくしゆう しゆくだい

私がここで言う「家庭学習」に、宿題は当然含まれていますが、それ以外に主体的な学習が含ま
わたし い か てい がく しゆう しゆく だい とう ぜん ふく い がい しゆ たい てき がく しゆう ふく

れているのです。そして、その学習をとても大切に考えているのです。学校では「自主学習（自学）」と
がくしゆう たい せつ かんが がつ こう じ しゆ がくしゆう じ がく

呼ぶことが多い学習です。
よ おお がくしゆう

もちろん、低学年（１、２年）の子どもたちにはまだ難しいことなので、低学年の子どもたちは、毎日
てい がく ねん ねん こ むずか てい がく ねん こ まい にち

しっかりと宿題に取り組み、家庭で学習する習慣を身に付けることが大切です。そのことは、その時
しゆく だい と く か てい がく しゆう しゆう かん み つ たい せつ じ

点での学力定着とともに３年生以上での自主学習につながると考えています。
てん がくりよくていちやく ねん せい い じよう じ しゆ がくしゆう かんが

そして、自主学習の充実のため４年生以上で取り組んでいるのが「レインボーチャレンジ」です。３
じ しゆ がくしゆう じゆうじつ ねん せい い じよう と く

年生は、レインボーチャレンジは行っていませんが、宿題に自主学習が加えられています。レインボ
ねん せい い しゆくだい じ しゆ がく しゆう くわ

ーチャレンジは、決められた宿題がきちんとできることを基準にして、自主学習の量や質に応じてそ
き しゆく だい き じゆん じ しゆ がく しゆう りよう しつ おう

の内容を７段階で評価する仕組みです。白旗小学校の取組を手本に本年度から導入した仕組みで
ない よう だん かい ひよう か し く しら はた しよう がつ こう とり くみ て ほん ほん ねん ど どうにゆう し く

す。この取組により、「やらされる学習」を少しでも「自分のために主体的に取り組む学習」に変えたい
とり くみ がくしゆう すこ じ ぶん しゆ たい てき と く がくしゆう か

と考えているのです。子ども一人一人に個性や実態がありますし、主体的な学習をどれも同じように
かんが こ ひと り ひと り こ せい じつ たい しゆ たい てき がく しゆう おな

画一的な評価をしたのでは次への意欲は湧きません。そのような部分を、細かな段階を設定し、しっ
かく いつ てき ひよう か つぎ い よく わ ぶ ぶん こま だん かい せつ てい

かりと評価することでカバーし、それぞれが次への意欲をもてるようにと考えているのです。
ひよう か つぎ い よく かんが

要するに「家庭学習の充実」とは、「宿題」を確実にやることに加え「自主学習」の充実も目指して
よう か てい がくしゆう じゆう じつ しゆくだい かく じつ くわ じ しゆ がく しゆう じゆうじつ め ざ

いくことなのです。参考までに、取り組み時間や内容等については、年度当初に配付した「甲佐小学
さん こう と く じ かん ない よう とう ねん ど とう しよ はい ふ こう さ しよう がつ

校家庭学習の手引き」に示されています。また、「家庭学習をがんばろう」ということについては、先日の
こう か てい がくしゆう て び しめ か てい がくしゆう せん じつ

学校集会で直接子どもたちにも話をしました。さらに加えると、先日の町Ｐ連研修会において、甲佐小Ｐ
がつ こうしゆうかい ちよくせつ こ はなし くわ せん じつ ちよう れん けんしゆうかい こう さ しよう

ＴＡとしても家庭学習の推進に取り組み、「毎月１０日は家庭学習の日」とすることが発表されました。
か てい がくしゆう すい しん と く まい つき か てい がくしゆう ひ はつぴよう

これらの状況をご理解いただき、ご家庭でも子どもたちに励ましの声を掛けていただければと思います。
じようきよう り かい か てい こ はげ こえ か おも

レインボーチャレンジについては、宿題さえも全員提出が揃わないという状況はありつつ、それが
しゆくだい ぜん いん ていしゆつ そろ じようきよう

できてから自主学習を充実させようとしたらいつまでたっても始められない、という現実がある中でス
じ しゆ がくしゆう じゆうじつ はじ げん じつ

タートしました。ですから、１人でも２人でもいいので、主体的に学ぶことの大切さや有効性に気づく子
しゆ たい てき まな たい せつ ゆう こう せい き こ

が現れ、その輪が少しでも広がればと思っているのです。
あらわ わ すこ ひろ おも

冒頭に書いた私の体験のような場面が少なくなることと、学習も含め様々な場面で、「自ら考え、
ぼう とう か わたし たい けん ば めん すく がく しゆう ふく さま ざま ば めん みずか かんが

自ら判断し、自ら行動する」、そんな子どもを育てられたらということを心から願っています。
みずか はん だん みずか こう どう こ そだ こころ ねが


